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 今回のおすすめは近年大人気の「ジューンベ

リー」です。 

 ４～５月頃に白い花が枝先を飾ります。可憐な美

しさがあります。６月には深紅の小さな実をたくさん

つけ、ジャムや果実酒で楽しめます。鳥が好んで

食べるので野鳥を呼ぶこともできます。１１月には

紅葉が庭を彩ります。 

 丈夫で育てやすい木でシンボルツリーに最適で

す。やや大きくなりますが、最近はあまり大きくなら

ない園芸品種もでてきました。ただし、害虫が多い

のが欠点です。虫を見つけたら早めに殺虫剤散布

をしましょう！ 

 

（苗木価格）Ｈ1.8ｍ程度・株立ち： 

       15,000～20,000円/本（税・植付費別） 

 

連載コラム 

当社の一押し庭木 

世界遺産に行ってきました （屋久島編  その２） 

VOL.7 
 自分で花壇を造ろう！ 

 春真っ盛り！花屋さんの店頭にはチューリップ、

マーガレットの花々が並んでいます。うちの庭でも

咲かせたいなと思ったら、お庭に花壇を造りませ

んか。今回の特集は「花壇づくり」です。家族みん

なで造れば花壇は我が家の“素敵スポット”。毎日

の会話もきっと弾みますよ。 

「縁」を造る 

【快適な庭づくりをご提案するガーデンリフォーム情報紙】 

   ジューンベリー  ～花、実、紅葉と３季も楽しめる～ 

担当：宮本   

 東京支店の宮本真由美です。世界遺産の魅力についてお伝えするこの企

画、今回は屋久島編の続きです。 

野生動物に会える 
  

 屋久島は面積の９０％が森

林で、たくさんの動植物が生

息しています。ガジュマルの

大木があったり、林道ではヤ

クシカやヤクザルが普通に

寝転がったりしています。 

トビウオのから揚

げは絶品！ 
  

 屋久島には素晴らしい自然

があるからこその美味しい食

材とお酒があります♪ 

 なかでもお酒に会う首折れ

サバと、トビウオのから揚げ

は絶品です。いつもはビール

党の私ですが、せっかくなの

で屋久島名物「三岳」を頂き

ました。ん～おいしい！！ 

 関東からは遠い離島の屋久島は、都会

人のあこがれの地です。そこは命のエネル

ギーに溢れた悠久の島でした。 

 「帰ったらまた頑張ろう！」と思えるダイナ

ミックな自然に触れた旅でした。 

  

 まずは花壇を囲う「縁」を造りましょう。周りより一段高い縁を造る

ことによって花壇の水はけが良くなり、見た目も素敵です。 

 縁の材料にはコンクリートブロック、枕木、レンガ、自然石（ピンコ

ロや玉石）があります。洋風の庭ならレンガや枕木、和風なら自然

石と、庭や建物デザインに合わせることが大切です。また、レンガや

自然石は自由な形にできますが、枕木やコンクリートブロックは直

線的な形状となるので花壇の形も考えて素材を選びましょう。 

「土」をつくる 

 縁ができたら次は「土」の準備です。園芸用土を購入して入れるな

ら特に作業はいりません。でも、庭土やプランターの古土を使う場合

は、水はけが悪かったり、養分が不足していたりするので「土づくり」

が必要です。 

 庭土を入れたらまずは石やゴミを取り除きます。荒目のフルイにか

ければベストです。 

 レンガやピンコロはモルタル施

工が基本ですが、コンクリートブ

ロックや枕木はモルタル無しの施

工ができます。 

 どの素材を使うにしても底を平

らにしっかり固め、水平を出しな

がら施工することが大切です。 

 次に庭土は酸性に傾いているの

で「苦土石灰」を100g/㎡撒いて中

性側に戻します。ここに水はけを

良くし肥料分を補てんする「バーク

堆肥」を５ℓ/㎡入れよく混合します。

ふかふかの土になったら土づくり

は完了です。 

⇐ ヤクザルは群れをなしています。近づくと威嚇されて 

  しまいます！！ 
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 オザキフラワーパークに聞く 花壇にお薦めの花 
 今回は花壇にお薦めの花について、都内最大級の品揃えを誇る 
 「オザキフラワーパーク」で植物・ハーブの担当をしている吉田さん 
 にお話しを伺いました。 
 
宮本：開店40周年おめでとうございます。とてもたくさんの植物が並 
   んでいますが、オザキフラワーパークさんの仕入れのポイント 
   があれば教えてください。 
吉田：当店は「オザキに行けば手に入る」を方針にしていて、品揃え 
   は特に重視しています。花、植木、観葉植物とそれぞれの仕入 
   担当がいて、市場を中心に様々な所から仕入れています。 
   私の担当するハーブだけでも300種ほど扱っています。 
宮本：すごいですね！お客さんも遠くから来るんじゃないですか？ 
吉田：北海道や新潟からお見えになるお客様もいらっしゃいます。 
   フラワーアレンジメントや造園など業者の方も多く、各担当に 
   ファンがついているんですよ。 

宮本：本題に入りますが、吉田さんがお薦めする花壇に植えるとステキな花をご紹介いただけますか。 
吉田：まずは「クリスマスローズ」です。丈夫で手入れは楽ですし毎年咲いてくれます。八重咲きや黄色の品種も多く出回 
   るようになりとても人気です。大株に育つと非常に豪華です。夏場は半日陰になる花壇が理想です。実は私も育てて 
   いるんです。 
 
    次は「エリゲロン」です。丈夫な多年草で、花色が白からピンクに変化します。春から秋まで咲き続けどんどん周りに 
    広がります。日当たり、水はけの良い花壇で乾かし気味に育ててください。伸びたら強く切りつめても大丈夫です。 
 
    「コンボルブルス・アルサユオイデス（桃花）」もお薦めです。一般的には白やブルーの花がとても印象的なヒルガオ 
    の仲間です。多年草のタイプと一年草のタイプがあります。暑さには強く日当たりのよい場所に植えてください。 

▲「クリスマスローズ」 

黄色やダブル咲きなど新しい品種が出ています 

▲「エリゲロン」 

白とピンクの花がお花畑のように広がります 
▲「コンボルブルス」 

小ぶりのアサガオのような花が広がります 

宮本：花壇で花を丈夫に育てるアドバイスがあればお願いします。 
吉田：お花を毎日見てあげてください。もうすぐ花が咲くな、なんとなく元気がないな、など日々見ていると植物の健康状態が 
   分かるようになります。これはアドバイスではないのですが、自分が気にいった花をともかく植えてみて下さい。枯れたり 
   うまく育たないことも多いと思います。私もずいぶん枯らしました。でも、いろんな花を植えた中で大きく育った花が、その 
   花壇とその人の育て方にマッチした花なんです。失敗を恐れず、花を育てることを楽しんでみてください。 
 
 吉田さんの話しぶりから、植物のことが本当に好きなんだなということが良く伝わってきました。お話しありがとうございました。 

担当：宮本   

私の花自慢・ペット自慢 自慢の花とペット募集中！ 
写真とコメントを添えて「ブロックマイスター通信編集係」までお送りください。 

 ６年目の満開 
庭のクリスマスローズが満開になりました。親の株元にから生えてきた小さな

苗をポットで育て、株がしっかりしてから庭に植えました。こうなるまで６年かか

りました。満開の感動はひとしおです。 

さいたま市在住：池上憲二さん 

 “癒し系”のおじさん 
垂れ耳うさぎの“ゆうたろう”は４才になるホーランドロップです。うさぎの年齢では

りっぱなオジさんです。うれしい時には「ブゥブゥ」と鼻の奥を鳴します。毛の抜け

替り時期は大変ですが、その柔らかい毛を撫でるのは“癒し”のひと時です。 

新座市在住：吉田裕樹さん 

「苗」を選んで植える 

  

 土の準備ができたら花選びです。植物には日当たり

を好むもの、日陰に耐えるもの、乾燥に強いものなど好

む環境がそれぞれ異なります。造った花壇は日当たり

がいいのか、日陰なのか、良く観察してから苗を選ぶよ

うにしましょう。 

 また、花が終わったら植え替える一年草と、植えたま

まにして株を大きく育てる多年草を半々ぐらいにすると

花壇にメリハリがつき後々の管理も楽になります。 

  

「花」を育てる 

 水やりは土の表面が乾いたら午前中にたっぷり行いま

すが、２週間後からは徐々に水やり回数を減らしていき

ます。植物は水を求めて根を伸ばしますが、土が常に

湿った状態だと根が伸長しないのです。しっかりとした株

に育てるには水やりを控えることも大切です。 

 肥料は月に一度化成肥料を１㎡当たりふたつまみを程

度を撒きます。 

■育てやすい花壇の植物
花壇の環境 植物名

日が良く当たる
バーベナ、ペチュニア、ガザニア、センニチコ
ウ、サルビア、マリーゴールド

西日が当たり乾燥
する

ポーチュラカ、マツバボタン、アメリカンブ
ルー、トレニア、ニチニチソウ

日があまり当たらな
い

インパチェンス、コリウス、ヒューケラ、ヤブラ
ン、ホスタ

▲後ろ側にジギタリスやデルフィニウムなどの草丈の高い植物、手前側にアリッサムやペチュニアなどの草

丈の低い植物が植えてあり、立体的でボリュームのある花壇となっている。 

 植える場所は後ろ側に草丈の高くなる植物、手前側に草丈

の低い植物を植えます。また、ごちゃごちゃしないように花色

は２色程度（白は除く）に抑えるようにします。また、葉の形も

大きな葉と小さな葉、細い葉をおりまぜ、ポイントに赤い葉な

どを入れると自然な感じになります。 

 苗を仮置きして場所決めをしてから植えつけます。ポットから

出したら下の根を少し崩して植えつけると活着が早まります。

植え付けが終わったらたっぷりと水を与えて完成です。 

▲花物だけでなく、ラミウムやヒューケラなどのカラーリーフを混ぜると花のない時期

でも楽しめる 

ポットから抜くと根が

回って白い塊になって

いる。このまま植える

と根が伸びにくいので

崩してから植えつける。 

▲根は水を求めて伸びていく。周りに水が豊富にあると根を伸ばす

必要がないのであまり伸ばさない！また、根の呼吸がしづらくなり根

腐れを起こすことも！！ 

切り詰めた下からたくさんの目が出たニチ

ニチソウ。このまま育てば花数は何倍にも

増える。 

 バーベナやペチュニアなどが伸

びすぎた場合は適宜切り戻しを行

います。蒸れを防ぎ、枝数が増え

て花も多くなります。 

 ナメクジ、ヨトウムシ、アブラムシ

など花壇には害虫が発生します。

１か月に一度ぐらいオルトラン粒

剤を規定量撒いておくと随分発生

が抑えられます。 

雑草防止、寒さ保護、乾燥防止の目的で

ウッドチップを敷き詰めると、見た目もきれ

いになる。ただし、土の乾燥具合が分から

なくなるので、水切れにご注意を！ 

■オザキフラワーパーク 住所：東京都練馬区石神井台４-６-３２ TEL：０３-３９２９-０５４４（代表）  
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